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総点

受験番号 氏 名



受験番号 氏 名

次の文章を読み，以下の［問 1］～［問 3］に答えよ。なお，答えはすべて解答欄に記せ。

生物は，デンプンなどの有機物から　 ア 　によりエネルギーを取り出して利用している。エネルギーの取り入
れ方は，植物と動物で異なっている。一般に植物は， イ 　によって光エネルギーを用いてグルコースなどの有
機物を合成する。これは，光エネルギーが　 ウ 　に変換され，有機物に蓄えられたと考えることができる。植物
は，葉の細胞にある　 エ 　で　 イ 　を行う。真核生物の　 ア 　は，おもに　 オ 　という細胞小器官で行
われる。

イ 　のように，二酸化炭素などの単純な物質から複雑な物質を合成する作用を　 カ 　という。また　
ア 　のように，複雑な物質を単純な物質に分解する作用を　 キ 　という。このような　 カ 　や　 キ 　に

よって，生体内で物質が合成または分解されることを　 ク 　という。

［問 1］　文章中の空欄　 ア 　～　 ク 　にもっとも適切な語句を入れ，文章を完成させよ。
［問 2］　 ア 　により取り出したエネルギーは，ATPに蓄えられ生体内で利用される。下図の左に ATPの模式

図を示した。
以下の⑴～⑸に答えよ。

⑴　ATPの名前を略さずに答えよ。
⑵　左に示す ATPの構造の A～ Cの名称をそれぞれ答えよ。
⑶　Cどうしの結合は何と呼ばれるか，答えよ。
⑷　右の物質名を答えよ。
⑸ 　矢印①と矢印②の反応は，エネルギーを吸収する反応か，エネルギーを放出する反応か，それぞ
れ答えよ。

［問 3］　生物を，エネルギー源となる有機物の獲得方法で区分すると独立栄養生物と従属栄養生物に分けることが
できる。独立栄養生物と従属栄養生物とは何かを 100字以内（句読点を含む）で説明せよ。
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受験番号 氏 名

生　物

［解答欄］

［問1］

ア イ

ウ エ

オ カ

キ ク

［問2］

⑴

⑵

Aの名称 Bの名称

Cの名称

⑶

⑷

⑸ 矢印①の反応 矢印②の反応

［問3］
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受験番号 氏 名

次の文章を読み，以下の［問 1］～［問 5］に答えよ。なお，答えはすべて解答欄に記せ。

適応免疫では，おもに白血球の一種である　 ア 　のうち， イ 　と　 ウ 　がはたらく。 ア 　によって
認識される物質は，抗原と呼ばれる。 エ 　やマクロファージ， イ 　は，異物を認識すると，その異物を細
胞内に取り込んで分解し，分解物を細胞表面に提示する。これを抗原提示という。また，リンパ節では，抗原を提
示している　 エ 　に多くの　 ウ 　が接触し，提示された抗原に適合した　 ウ 　だけが活性化して増殖する。
ウ 　には， オ 　と　 カ 　があるが，増殖した　 オ 　は， イ 　からの抗原の提示を受け，さらに自

分の型と一致すると，その　 イ 　を活性化する。
活性化した　 イ 　は増殖し，形質細胞へと分化する。形質細胞は抗体を産生して体液中に放出する。体液に放

出された抗体は特定の抗原と特異的に結合する。これによって抗原が無毒化される。また，ウイルスなどのように，
細胞内に入り込んだ病原体は， カ 　のはたらきによって排除される。

［問 1］　文章中の空欄　 ア 　～　 カ 　にもっとも適切な語句を入れ，文章を完成させよ。
［問 2］　下線部の反応の名称を答えよ。
［問 3］　適応免疫のうち， イ 　が中心となって起こる，抗体による免疫反応の名称を答えよ。
［問 4］　適応免疫のうち， オ 　と　 カ 　が中心となって起こる免疫反応の名称を答えよ。
［問 5］　 イ 　や　 カ 　によって無毒化された異物や排除された細胞は，最終的に体内でどのように処理され

るか， 30字以内（句読点含む）で説明せよ。

【 2】
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［解答欄］

［問1］

［問2］
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［問4］

［問5］
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受験番号 氏 名

次の文章を読み，以下の［問 1］～［問 5］に答えよ。なお，答えはすべて解答欄に記せ。

生物の集団とそれを取り巻く非生物環境を 1つのまとまりとしてとらえるとき，このまとまりを生態系という。
生態系を構成する生物は，大きく生産者と消費者に分けられる。消費者のうち，多くの細菌・菌類などのように，
生物の遺骸やふんなどに含まれる有機物を無機物に変える生物を，特に　 ア 　者という。
生態系の中で生きていく生物の間には食う・食われるの関係があり，こうした関係が次々とつながっていくこと
を　 イ 　という。実際の生態系では，ある生物は何種類もの生物を食べるので， イ 　の関係は複雑な網目状
になっている。これを　 ウ 　という。
生態系において，食う・食われるの関係に注目すると，生産者を食べる一次消費者，一次消費者を食べる二次消

費者，さらに三次消費者，四次消費者というように， イ 　を段階的に整理することができる。生産者を出発点
とした， イ 　の各段階を　 エ 　という。

［問 1］　文章中の空欄　 ア 　～　 エ 　にもっとも適切な語句を入れ，文章を完成させよ。
［問 2］　 イ 　の上位にいる 1つの生物の個体数の増減が，その生態系の種の構成を大きく変化させる場合があ

る。このような生物を何と呼ぶか，答えよ。
［問 3］　直接的に食う・食われるの関係にない生物間でも個体数などに影響を与えることがある。このような影響

を何と呼ぶか，答えよ。
［問 4］　外的要因（例：台風，土砂崩れ，山火事，森林伐採など）により既存の生態系やその一部が破壊されるよう

な事象を何と呼ぶか，答えよ。
［問 5］　生態系における環境形成作用とは何か，30字以内（句読点を含む）で説明せよ。

【 3】
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生物（一般公募制推薦）
工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部

【1】
［問１］

ア 呼吸 イ 光合成

ウ 化学エネルギー エ 葉緑体

オ ミトコンドリア カ 同化

キ 異化 ク 代謝

［問２］

(1) アデノシン三リン酸

(2)
Ａの名称 アデニン Ｂの名称 リボース

Ｃの名称 リン酸

(3) 高エネルギーリン酸結合

(4) アデノシン二リン酸（ADP）

(5) 矢印①の反応 エネルギーを吸収する反応 矢印②の反応 エネルギーを放出する反応

［問３］
独立栄養生物は，無機物から有機物を合成し，体外から有機物を取りこまずに生活できる。従属栄養生物は，無機物から
有機物を合成することができず，他の生物がつくった有機物を取りこんで生活する。

【2】
［問１］

ア リンパ球 イ B細胞 ウ T細胞

エ 樹状細胞 オ ヘルパーT細胞 カ キラーT細胞

［問２］ 抗原抗体反応

［問３］ 体液性免疫

［問４］ 細胞性免疫

［問５］

最 終 的 に マ ク ロ フ ァ ー ジ の 食 作 用 に よ っ て 処

理 さ れ る 。

【3】
［問１］

ア 分解 イ 食物連鎖 ウ 食物網

エ 栄養段階

［問２］ キーストーン種

［問３］ 間接効果

［問４］ 撹乱（かく乱）

［問５］

生 態 系 に お い て 生 物 が 非 生 物 的 環 境 に 影 響 を

与 え る こ と 。
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